
１．社内 PC利用形態の現状

２．情報通信機器を活用して、時間や場所の制約を受けずに、自宅や顧客先等
　　でも働ける環境（在宅勤務・テレワーク）の必要性。

0 10 20 30 40 50 60

Ｃ．無回答
Ｂ．それ以外（直接インターネットに接続等）
Ａ．サーバーを利用している

回答数（率） 83.3% 13.3% 3.3%

0 10 20 30 40 50 60

Ｃ．必要なし
Ｂ．あまり必要と感じない
Ａ．必要である

回答数（率） 75.0% 20.0% 5.0%

0 10 20 30 40 50

　ｄ．無回答
　ｃ．検討中
　ｂ．導入未完了
　ａ．導入完了

回答数（率） 40.0% 8.3% 15.0% 11.7%



0 10 20 30 40 50 60

回答数（率） 88.3% 6.7% 5.0%

0 10 20 30 40 50 60

　ｄ．無回答
　ｃ．検討中
　ｂ．取決め未完了
　ａ．取決め完了

回答数（率） 18.3% 23.3% 36.7% 10.0%

0 10 20 30 40 50 60

Ｃ．必要なし
Ｂ．あまり必要と感じない
Ａ．必要である

Ｃ．必要なし
Ｂ．あまり必要と感じない
Ａ．必要である

回答数（率） 95.0%
3.3%
1.7%

0 10 20 30 40 50 60

　ｄ．無回答
　ｃ．検討中
　ｂ．対策未完了
　ａ．対策完了

回答数（率） 63.3% 10.0% 6.7% 15.0%

３．第三者による PCへの侵入、攻撃や、データの流出、改ざんといった
　　不正利用を阻止して、PCの機密性や安全性を保持する必要性。

４．自然災害、大火災、テロなどの緊急事態に遭遇した場合に、中核事業継続の
　　ための方法・手段などを取決めておく必要性



0 10 20 30 40 50 60

Ｄ．無回答
Ｃ．必要なし
Ｂ．あまり必要と感じない
Ａ．必要である

回答数（率） 70.0% 1.7%26.7%
1.7%

0 10 20 30 40 50

　ｄ．無回答
　ｃ．検討中
　ｂ．育成未完了
　ａ．育成完了

回答数（率） 10.0% 31.7% 21.7% 6.7%

0 10 20 30 40 50 60

回答数（率） 81.7% 16.7% 1.7%

0 10 20 30 40 50

　ｄ．無回答
　ｃ．検討中
　ｂ．未導入
　ａ．導入完了

回答数（率） 35.0% 16.7% 21.7% 8.3%

５．顧客との間で安全に各種情報を共有する仕組みを導入することで、情報の
　　編集や修正を素早く行い、安全性や効率を向上させる必要性。

６．発注元と顧客の間で情報発信専門家として、お客様の潜在的な困ったことを
　　引き出して、解決策を提案する「情報発信専門集団」育成の必要性。

Ｃ．必要なし
Ｂ．あまり必要と感じない
Ａ．必要である


